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1.目的 

 本自主課題研究では、Google の基盤技術

れた、Hadoop/HBase を利用し分散データベースを

れを用いた検索システムの構築・運用を目的

 

2.Hadoop/HBase とは 

 Hadoop は、複数のマシンをネットワーク上で

間としてデータを保持する分散ファイルシステム

処理環境フレームワーク HadoopMapReduce

いる。これらと、分散データベースiiiである HBase

で複数のマシンにスケールアウト ivして大規模

処理を効率的に行えるようになっている。 

 

3.開発したシステム 

 作成する検索システムは、書籍データを扱

書籍のタイトルに対して検索用インデックスを

保持し、クライアントが入力した検索ワードとインデックスがヒット

する書籍データを検索結果として画面へ表示

索ワードがある場合、ワードとのヒット数が多い

示を行う。 

 役割分担は、検索システムなどのプログラム

タ収集を竹下が、HBase へのデータ格納を清水

る。なお、プログラム作成は JDK-1.6.0_21 を

っている。システム開発の過程の、検索インデックスを

る部分で Hadoop の MapReduce を利用している

図 1 に検索システムの実行結果を示す。

路”，“電気回路”を検索ワードとして入力しており

で検索ワードを含む書籍のデータを取得することに

 

                                                   
iHadoopの基盤技術の HDFS・HBase・HadoopMapReduce

の基盤技術 GFS・BigTable・MapReduceを参考に作成されている

ii HHHHadoop DDDDistributed    FFFFile SSSSystemの略 

iii 格納するデータを複数のマシンに分散しているデータベース
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   図 1.検索システム

4. まとめ・反省 

 初期構想では、検索システムを

サービス運用を目指していたが

の分担が出来ていなかったため

テムの動作確認までに終わってしまったことが

かし、そんな中でも、コンピュータシステムを

負荷分散の面で重要となるだろう

Hadoop/HBase を利用すること

だった。 

研究全体を通してチームによる

で、自分達はまだ経験不足であることを

研究で培った経験を今後のシステム

活かし、このような活動に積極的
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iv サーバ処理能力向上の手法の 1つであり、サーバの台数を増やし負

荷分散させることでサーバ能力を向上させる

運用 

裕亮 ) 

アクセス時のログが実行結果と同時に

している。 

システム実行結果 

システムを Web ページ上で利用できる

していたが、役割分担の時点でうまく作業

ていなかったため負担が一方に偏り、検索シス

わってしまったことが悔やまれる。し

コンピュータシステムを運用するにあたり、

となるだろうスケールアウトの考え方を

することで学べたことが非常に有意義

してチームによる共同開発を行うという場面

であることを改めて実感し、今回の

のシステム設計・開発などの場面に

積極的に参加していきたいと思う。

                                                 

つであり、サーバの台数を増やし負

荷分散させることでサーバ能力を向上させる ⇔ スケールアップ 


